
【
南
三
陸
】

南
三
陸
で
の
ツ
ア
ー

は
参
加
人
数
42
名
で
、

被
災
地
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

め
ぐ
り
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
行
い
ま
し
た
。

1
日
目
は
普
段
の
ツ

ア
ー
同
様
、
防
災
対
策

庁
舎
や
戸
倉
中
学
校
な

ど
を
視
察
し
た
後
、
い

り
や
ど
の
館
長
の
阿
部

さ
ん
、
復
興
応
援
団
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
農
家

の
小
野
さ
ん
、
漁
師
の

高
橋
さ
ん
の
お
話
を
き

き
ま
し
た
。
夜
に
は
現

地
の
高
校
生
語
り
部
の

佐
藤
さ
ん
の
話
を
聞
き
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。

2
日
目
は
高
橋
さ
ん

の
漁
船
に
乗
っ
て
の
漁

場
見
学
や
わ
か
め
の
出

荷
作
業
の
体
験
を
し
ま

し
た
。
外
は
ひ
ど
い
雨

模
様
で
し
た
が
、
終
始

楽
し
そ
う
に
参
加
者
は

活
動
し
て
い
ま
し
た
。

昼
に
行
っ
た
最
後
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
1
日

目
よ
り
も
熱
意
の
あ
る

意
見
が
で
ま
し
た
。

自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
を
2
日
間
真
剣
に

考
え
、
発
表
し
た
参
加

者
の
み
な
さ
ん
は
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

【
福
島
】

福
島
の
ツ
ア
ー
の
参

加
人
数
は
43
名
。
こ
の

ツ
ア
ー
は
原
発
か
ら
の

距
離
と
共
に
変
容
す
る

各
地
域
で
起
き
て
い
る

問
題
を
正
面
か
ら
考
え

る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

にBridge
for
Fukushi

m
a

の
方
々
の
協
力
の
も

と
、
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
1
日
目

は
、
ま
ず
除
染
情
報
プ

ラ
ザ
で
、
原
発
被
害
の

全
体
像
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
更
に
、

福
島
高
校
生
に
よ
る
、

福
島
市
の
「
土
湯
温
泉

魅
力
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
説
明
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
に
つ

い
て
解
説
す
る
「
わ
か

り
や
す
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
石
橋
さ
ん
に
は
、

福
島
原
発
事
故
の
原
因

や
被
害
拡
大
の
経
緯
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に

設
置
し
た
「
国
会
事
故

調
」
等
に
つ
い
て
の
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

2
日
目
は
、
福
島
県

相
馬
市
で
、
飲
料
水
に

対
す
る
不
安
・
水
産
業

の
抱
え
る
課
題
や
、
福

島
県
南
相
馬
市
で
避
難

指
示
区
域
の
現
状
を
学

び
ま
し
た
。

終
始
積
極
的
な
姿
勢

で
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た

高
校
生
達
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。
今
回
の

ツ
ア
ー
で
、

愛
知
か
ら

来
た
高
校
生
達
が
、
原

発
事
故
が
福
島
に
与
え

た
影
響
が
、
時
間
の
経

過
と
、
原
発
か
ら
の
距

離
に
よ
っ
て
ど
う
変
化

し
て
い
る
の
か
を
学
び

ま
し
た
。
今
回
の
ツ
ア
ー

で
生
ま
れ
た
高
校
生
同

士
の
交
流
が
今
後
に
続

い
て
い
く
の
が
楽
し
み

で
す
。
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3
月
25-

26
日

に
、
「
共
助
の

た
め
の
防
災
・

減
災
研
修
」
づ

く
り
の
一
環
で
、

震
災
体
験
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
東
北

マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
連
合
会
、

多
賀
城
市
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
、
宮

城
県
民
主
医
療

機
関
連
合
会
、
片
平
地
区

連
合
町
内
会
の
4
者
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
片
平
地
区
連

合
町
内
会
で
う
か
が
っ
た

お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

片
平
地
区
は
市
の
中
心
で

あ
る
仙
台
駅
が
近
い
こ
と

か
ら
、
帰
宅
困
難
者
が
避

難
し
て
き
た
こ
と
に
加
え
、

大
学
が
立
ち
入
り
禁
止
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
留
学

生
避
難
者
の
多
国
籍
対
応

に
追
わ
れ
ま
し
た
。
全
く

も
っ
て
初
対
面
の
方
々
が

備
え
も
な
く
集
ま
り
、
指

定
避
難
所
で
あ
る
片
平
丁

小
学
校
は
定
員
を
遥
か
に

超
え
る
千
五
百
人
の
避
難

者
で
あ
ふ
れ
た
と
い
い
ま

す
。今

回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
、
都
市
部
で
起
こ
り

う
る
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
「
よ
り
大
き

な
危
機
感
を
抱
い
た
」
と

い
う
意
見
や
、
「
立
場
に

よ
っ
て
思
考
の
違
い
が
あ

る
」
と
い
う
新
た
な
視
点

も
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ

の
機
会
で
得
ら
れ
た
事
例

や
気
付
き
を
、
よ
り
よ
い

研
修
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

私
た
ち
「
一
般
社

団
法
人
復
興
応
援
団
」

は
、
地
元
の
方
が
主

役
と
な
っ
た
東
北
地

域
の
復
興
の
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
目
標
は
①
東
北

地
域
の
各
市
町
村
・

集
落
の
フ
ァ
ン
を
増

や
す
こ
と
②
地
元
の

人
と
フ
ァ
ン
が
一
体

と
な
っ
て
復
興
と
そ

の
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
し
く
み

を
つ
く
る
こ
と
③
地

元
の
人
自
身(

特
に
若

い
世
代)

が
復
興
と
ま

ち
づ
く
り
に
立
ち
上

が
る
大
き
な
う
ね
り

を
お
こ
す
こ
と
。

南

三

陸

町

で

は

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
」
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
全
国
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
者
に
、
地
域
再

生
に
取
り
組
む
地
元

の
方
の
お
手
伝
い
を

し
、
地
域
の
魅
力
に

触
れ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
「
地
域
の
フ
ァ

ン
」
を
生
み
出
し
、

長
期
的
な
復
興
を
支

え
る
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
つ
く
り
ま
す
。

多

賀

城

市

で

の

「
支
え
合
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
」
事

業
で
は
、
今
後
の
復

興
公
営
住
宅
の
生
活

や
ま
ち
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
よ
う
な
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
中

心
に
な
っ
た
自
治
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

を
目
指
し
、
仮
設
住

宅
や
見
な
し
仮
設
の

内
外
で
ゆ
る
や
か
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
お
手
伝
い
し
て

3
月
29-

30
日
に
第
3
回

高
校
生
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

初
と
な
る
南
三
陸
と
福
島

で
の
同
時
開
催
で
し
た
。



2014年5月号 復 興 応 援 団 だ よ り 平成26年5月1日

【多
賀
城
】

〇
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン

地
元
の
福
祉
関
係
の
皆
さ
ん
が
集
会
所
で
お
茶
飲
み
会
を
開
き
ま
す
。

時
間
は
14
時
か
ら
16
時
で
す
。

4
月
22
日
：
野
球
場

5
月
13
日
：
山
王

5
月
20
日
：
城
南

5
月
30
日
：
高
橋

〇
団
だ
よ
り
6
月
号
配
布

5
月
17
日
（
土
）
ま
た
は
18
日
（
日
）

復興横丁特集の第1弾はマッサージ店
とお弁当屋さんを紹介したいと思います。

少しづつ暖かくなってきた今日この頃、ぜ

ひお出かけになってみてください！

揉み嘉では、手技整施術療法を用いて、患部をもみほ
ぐします。手技整施術療法とは、手だけを使って人間が
もつ治癒力に直接働きかけながら、体を整えていく療法
です。
出張整施術も受け付けているので、詳しくは下記の連
絡先までお問い合わせください。肩や首のこり、腰の痛
みといった症状を感じた際、ご利用してみてはいかがで
しょう。

営業時間：予約不要 13:00～17:00
要予約 18:00～25:00

定休日：月、火曜日
住所：多賀城市町前3丁目3番10-15
連絡先：080-1820-4574
料金：
初回限定施術料 時間無制限オール3000円
揉み解し 頭、顔、首、肩、腕、手、背、腰、

足など 1000円
10分毎に1000円

地場産品を材料に使用しており、お米は県北の農家さんのひとめ
ぼれ、ササニシキです。お店のイチオシは日替わり幕の内弁当(500
円)と唐揚げ弁当(460円)！
※会議用、子供会用弁当、オードブルなど、ご予算・内容・配達
等、お気軽にご相談ください。

営業時間：11:00～15:00
定休日：日曜日・祝日
住所：多賀城市町前3丁目3番10号
電話番号：022-364-5592

価格：税込500円
内容(1.紅鮭 2.煮物二品 3.ポテ
トサラダ 4.青物
5.厚焼玉子 6.鳥カラ揚 7.漬物)


